医師不足により重症患者が増加する？　―北網地域の泌尿器科医不足を憂う― by 荒川 穣二 et al.




















































との話し合いと技術講習会を経て、2011 年 5 月よりシステム運用開
始となった。
【結果】導入後から 2014 年 3 月までの期間で当院からの依頼例 454 例
( 女性 42.7%、平均年齢 66 ± 16 歳 ) について解析を行ったところ、初

































【結果】2013 年度の外科手術症例は 328 例であり胃 15 例、大腸 72 例、
肝 4 例であり食道、乳ならびに膵胆道癌切除例はなかった。また肛
門疾患 66 例、胆石症 50 例、ヘルニア 55 例であり、鏡視下手術は
肛門疾患を除いた 262 例中 181 例（69％）に施行された。良悪性疾














二 1）、藤井　貴文 2）、藤井　敬三 3）、吉田　茂夫 4）
【はじめに】北海道の北東に位置する北見市、網走市を中心とした
北網地域二次医療圏は、人口が 226612 人で人口 10 万人当たりの医








【方法】平成 23 年４月から平成 26 年 3 月に当院を退院した泌尿器






23 年度 364 例、24 年度 380 例、25 年度 475 例。うち上記に該当す
る症例数は、23 年度 17 例、24 年度 12 例、25 年度 30 例と入院施
設減少後に倍増。さらに敗血症を呈した症例数は、23 年度 3 例、
24 年度２例、25 年度 10 例と、医師不足が深刻になった状況下で重
症患者が増加した。当院の泌尿器科常勤医も 24 年度に 3 名から２
名となり、重症患者は ICU で集中治療医が管理するチーム医療体
制で凌いでいる。深刻な医師不足により患者が重症化している可能
性があり、地域として医師確保に向けた取り組みが重要である。
